
瑞穂地区まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『瑞穂まちづくり計画』
策定時期  平成 22年 4月 24日（令和５年４月１日 第２期計画 改訂） 
支援宣言  平成 22年 7月 15日 
目   標  1 環境保護と安心安全に暮らせるまちづくり 2 ふれあい支えあい思いやりのあるまちづくり 
        3 個性と協調性が活きるまちづくり       4 健やかで活気あふれるまちづくり 
        5 集いあい、学びあい、つながるまちづくり   6 何でも話し合え、実現に向けて取り組めるまちづくり 

地域の課題  

瑞穂地区では、公 館に隣接する小学校の統廃合が決まっています。地域の子どもたちが公 館と近い関係にあることは、
地域の拠点である公 館にとって恵まれた環境であると言えます。学校がなくなることで地域と子どもたちの関係が希薄にならな
いよう、統合後も、子どもの声がする地域を維持することが重要課題と言えます。また、廃校となった校舎等施設を、地域にとっ
て安全で利 しやすい施設に再編することも地域の課題です。 

主な活動内容 
① 環境保護と安心安全に暮らせるまちづくり事業 
・自然環境の保全と美しい環境づくりの推進 「あじさい・コスモスロードの維持管理」、「外来種の駆除」、「広域農道維持管
理作業」を１年を通し継続して うことで、環境美化の意識を高め、美しい景観づくりに努めています。また、豊かな自然環
境を生かした体験学習として「ほたるを る会」に繋げています。 
・地域防災 の向上 地区防災訓練の実施、防災資機材の整備。特に、いざというときの為にも、正しい知識を身につけても
らい、繰り返し訓練を う機会を提供しています。 

② 個性と協調性が活きるまちづくり事業 
・次世代への伝統文化・ 事の継承 人口減少、また、日々の生活が便利になったことで、地域の 化 事、季節の 事な
どが簡素化され、季節感を感じる機会が少なくなっています。そこで、「名月を愛でる会」、「郷 料理教室」、「ちまき作り」な
どを事業で発信することで、若い世代や子どもたちも、地域・文化を知り、関心を持ってもらうことで瑞穂への愛着を持ち、伝
統文化を 切にする地域に繋げています。 

③ 集いあい、学びあい、つながるまちづくり事業 
・ 少年育成につなげる地域・家庭づくりの推進 「地域の子どもは地域で守り育てる」ことを目標に、「通学合宿」、「夏・冬の
みずほっ子事業」と、子どもの事業に数多く取り組んでいます。また、異世代間とのふれあいの場を提供することで、高齢者等
から豊富な知識や技を習得し、高齢者等は子どもたちの成 に役 っているという役目を知ることで生きる になっています。 

今後の計画  

令和５年度から、まちづくり協議会と公 館が一体化となりました。それぞれ違う目的を持った組織でしたが、一体化になった
ことで、地域の課題を解決するためには（地域づくり）、生涯学習の分野（人づくり）と連携することで新しい取り組みが生ま
れ、地域交流の促進や、地域の活性化につながるような強い地域を目指します。 

会   塩田 則夫 所在地 鳥取市気高町下坂本 48-4 
事務局  八田 孝敏 TEL/FAX 0857-82-2206 / 0857-82-2262 
設 年   平成 20 年 12 月 20 日 Mail cc-mizuho@it.city.tottori.tottori.jp 
世 帯 数 437 世帯 HP http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/mizuho-1 
組織構成 総務環境部会、健康福祉部会、地域文化部会、体育振興部会、公 館事業部会
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